
２.子どもを育てる～どんな支援が必要？～

出生数や合計特殊出生率が減少傾向であるのはなぜだろう

はじめに

「触れ合い体験」で、保護者にインタビューした
「子育てで大変なこと・困っていること」を振り返ろう

<出生数及び合計特殊出生率の年次推移>

※合計特殊出生率：１人の女性が一生のうちに平均して
何人の子どもを産むかを推計した数値

※厚労省発表の2024年人口動態統計月報年計から
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子育ての場面ごとに考えよう(※ICT　　活用)

子育ての場面
大変なこと

(お金・時間・心身の負担等) 社会の支援

《 振り返り ～子育てがしやすい社会を実現するためにどのような支援が必要だろう～ 》
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  出産

  育児
  生活

  教育

  医療

  レジャー
  行事

大変なこと
(お金・時間・心身の負担等) 社会の支援子育ての場面



３．夢を叶える第一歩～「働くってどういうこと？」

はじめに

何のために「働く」のだろう？考えてみよう

身近な「働いている人」に目を向けてみよう

身のまわりで「働いている人」を一人思い浮かべてみよう。
（例：家族・地域の人・お店の人など）
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① 職業名・どんな仕事をしている？

② その仕事は、どのような形で社会に役立っている？

どのような思いでその仕事を行っているのだろう？(やりがい・苦労等)③



学びを活かす

【家庭分野】での学びを人々の暮らしを支える仕事として活かす職業の一例
「やりがいを感じる時は？」

《 振り返り① 職業を選ぶ時に大切にしたいことは？ 》

《 振り返り② 興味のある職業とその理由 》

★職業名 ★理由

～「食生活」～

心を込めて作った
料理を食べたお客様を
笑顔にできた時です！

～「衣生活」～

自分がデザインした
服をお店で見たり、
お客さんが喜んで
着てくれた時です！

料理人 ファッションデザイナー

～「住生活」～

設計した建物が、長く
使われ、人々の生活を
支えているのを見る時
です！！

建築士

～「消費・環境」～ ～「家族・地域」～

利用者さんや家族の笑顔や
「ありがとう」の言葉を
もらえた時です！

困りごとを解決したり
消費者の権利を守る

ことができた時です！

消費生活アドバイザー 介護士
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興味がある職業を詳しく調べてみよう(※ICT　　　活用)

《 振り返り ～調べたことをもとに、今の自分にできること～ 》

主な仕事内容は？収入資源は？ やりがい・大変なことは？

必要な資格やスキルは？
社会とどうつながっている？

向いている人は？
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職業名


